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ータをよく説明できている．得られた断層モデルは，地震発生後 1 分～1 分半に宮城県沖で約 40～50m の急激
な断層すべりを生じるとともに，地震発生後 2～4 分に岩手県沖の海溝軸に沿ってゆっくりとした断層すべりを
示している．前者の断層すべりは，地震動解析に基づく先行研究の断層モデルと良く整合する．一方，後者の断






県沖の海溝軸付近では地震前後の海底基地局の位置変化が観測され（Ito et al. (2011)），岩手県沖および宮城県沖
の海溝軸付近では地震前後の測深データの比較に基づいて鉛直変化量が推定されている（Fujiwara et al. (2011)
およびFujiwara et al. (2017)）．これらは観測誤差や推定誤差が大きいものの，本研究で得られた断層モデルか
図 解析に使用した各観測データ（黒線）と本研究で得られた断層モデルによる計算値（赤線）の比較
a) 静的地殻変動量 
b) 動的地殻変動量 
d) 津波痕跡高 
c) 沖合津波波形 
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ら期待される変動量と比較した結果，対応関係があることが確認された．更に，本研究で得られた津波断層モデ
ルによって，三陸沿岸で観測された地震発生直後の水位変動をよく再現出来ることを示した．これは，動的地殻
変動データをインバージョン解析に用いたことによって，沿岸域の時間変動を正確にモデル化できたことを意味
している．以上の検討結果はいずれも本研究で得られた断層モデルの妥当性を示すものである． 
本研究で2011年東北地方太平洋沖地震のインバージョン解析に用いた沖合津波観測点は23点である．しかし，
現在では防災科学技術研究所によって S-net（日本海溝海底地震津波観測網）が整備され，千島海溝および日本
海溝に敷設された合計150点のケーブル式海底水圧計によってリアルタイムに津波を観測できる態勢が整ってい
る．この観測データが得られた場合に，津波の即時予測がどの程度可能となるか 2011 年東北地方太平洋沖地震
を擬似的な観測データとして評価した．その結果，地震発生から 10 分間の観測データを使用することで沿岸の
津波高さをおおむね予測できるものの，沿岸の津波高さを正しく予測するためには，断層すべりの時間発展を考
慮した波源推定を行う必要があることが明らかとなった．この点は，今後の津波即時予測を行う上で重要な知見
である． 
また，本研究では 2011 年東北地方太平洋沖地震で観測された多くのデータを用いて断層モデルの推定を行っ
た．一方，今後発生する地震や津波を想定するためには，過去に起きた津波の断層モデルを推定することが重要
だが，多くの既往津波では観測機器によるデータは得られておらず，古文書等に基づく津波痕跡高データから断
層モデルを推定する必要がある．そこで，津波断層モデルの推定に用いる観測データとして津波痕跡高データし
か使用できない場合に，非線形インバージョン手法によって断層モデルの推定がどの程度可能か検討した．観測
データとして 2011 年東北地方太平洋沖地震の津波痕跡高データのみを用いて非線形インバージョンを行った結
果，空間平滑パラメータの条件を変えて段階的な解析を行うことにより津波痕跡高データを良く再現する津波断
層モデルが得られることを示した（図3）．しかし，得られた津波断層モデルは全ての観測データを用いて推定し
b) 津波痕跡高 
a) 断層すべり量 
図 津波痕跡高データを観測データとしたインバージョン結果
断層すべり量分布， 観測値（黒線）と計算値（赤線）の比較
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た津波断層モデル（図 1）とは断層すべり分布に相違があり，断層のすべり域やマグニチュードが大きめに推定
される傾向があることがわかった．この知見は今後の歴史地震の検討を行う上で重要である． 
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